
﹇
法
律
又
は
規
則
等
の
改
正
に
伴
う
改
訂
又
は
追
加
﹈

Ａ

八
頁
５
行
目
以
下
を
改
訂
（
刑
事
訴
訟
法
改
正
・
平
成
一
二
年
法
律
七
四
号
等
）
。
５
行
目
の
「
一
八
回
」
を
「
三
二
回
」
に
改
め
、
７
行

目
の
「
お
よ
び
」
を
削
っ
て
「
、」
を
加
え
、「
法
律
一
三
七
号
」
を
「
法
律
一
三
八
号
」
に
改
め
、
８
行
目
の
「
の
四
者
」
を
「
、
平

成
一
二
年
法
律
七
四
号
に
よ
る
改
正
（
被
害
者
保
護
・
証
人
保
護
）
の
五
者
」
に
改
め
、
ま
た
、「
な
お
、」
以
下
「
達
し
て
い
る
」
ま
で
を

削
り
、「
な
お
平
成
一
六
年
法
律
六
二
号
に
よ
る
改
正
は
、
未
施
行
で
あ
る
が
、
争
点
及
び
証
拠
の
整
理
手
続
、
即
決
裁
判
手
続
の
新

設
な
ど
を
内
容
と
す
る
大
改
正
で
、
条
文
数
も
大
幅
に
増
加
し
た
。」
を
加
え
る
。

Ｂ

一
一
頁
11
行
目
及
び
14
行
目
を
改
訂
（
刑
事
訴
訟
規
則
改
正
・
平
成
一
二
年
最
高
裁
規
一
二
号
、
同
一
五
号
、
平
成
一
三
年
最
高
裁
規
一
号
、
平
成
一

五
年
最
高
裁
規
七
号
）
。「
二
一
回
」
を
「
二
六
回
」
に
改
め
、
ま
た
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
末
尾
に
「
さ
ら
に
刑
事
訴
訟
法
の
前
記
大
改
正
に

対
応
し
て
、
平
成
一
七
年
中
に
刑
事
訴
訟
規
則
に
も
多
く
の
条
文
が
新
設
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。」
を
加
え
る
。

松
尾
浩
也

著

『
刑
事
訴
訟
法

上
』
補
遺

平
成
一
〇
年
か
ら
同
一
六
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
法
律
又
は
規

則
等
の
改
正
に
よ
っ
て
、
本
文
の
記
述
に
変
更
を
加
え
る
べ
き

箇
所
が
生
じ
て
い
ま
す
の
で
、
次
に
「
改
訂
」
又
は
「
追
加
」

と
し
て
こ
れ
を
掲
げ
、
補
遺
と
し
ま
し
た
。（

平
成
一
七
年
六
月
）



Ｃ

二
五
頁
５
行
目
及
び
６
行
目
を
改
訂
（
警
察
法
改
正
・
平
成
一
二
年
法
律
一
三
九
号
、
日
本
郵
政
公
社
法
新
設
・
平
成
一
四
年
法
律
九
七
号
）
。「
皇

宮
護
衛
官
」
を
削
り
、「
そ
の
他
の
法
律
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
、」
の
次
に
「
警
察
法
に
よ
る
皇
宮
護
衛
官
、」
を
加
え
、「
郵
政
省
設

置
法
」
を
「
日
本
郵
政
公
社
法
」
に
改
め
る
。

Ｄ

二
八
頁
９
行
目
以
下
を
改
訂
（
検
察
庁
法
改
正
・
平
成
一
一
年
法
律
一
〇
二
号
）
。「
内
閣
総
理
大
臣
の
監
督
に
属
し
、」、「
検
察
官
（
検
事
総

長
）
、
法
務
省
の
官
吏
（
法
務
事
務
次
官
）、」
及
び
「
お
よ
び
」
を
削
っ
て
「
、」
を
加
え
、「
日
本
学
士
院
会
員
」
の
次
に
「
及
び
学
識

経
験
者
（
二
人
）」
を
加
え
る
。

Ｅ

三
〇
頁
４
行
目
を
改
訂
（
平
成
一
六
年
一
一
月
制
定
・
日
本
弁
護
士
連
合
会
会
規
七
〇
号
）
「
制
定
し
た
。」
の
次
に
「
し
か
し
、
弁
護
士
を
め

ぐ
る
社
会
状
況
の
変
化
は
そ
の
後
も
著
し
い
た
め
、
平
成
一
六
年
に
〞
弁
護
士
職
務
基
本
規
程
〝
全
八
二
条
を
定
め
、
こ
れ
に
会
規
と

し
て
の
位
置
づ
け
を
与
え
た
。」
を
加
え
る
。

Ｆ

四
一
頁
13
行
目
を
改
訂
（
特
許
法
改
正
・
平
成
一
〇
年
法
律
五
一
号
）
。「
特
許
権
侵
害
罪
（
特
許
法
一
九
六
条
）
」
を
削
る
。

Ｇ

六
九
頁
７
行
目
を
改
訂
（
信
書
便
法
制
定
・
平
成
一
四
年
法
律
九
九
号
）
。「
郵
便
物
又
は
電
信
に
関
す
る
書
類
」
を
「
郵
便
物
、
信
書
便
物

又
は
電
信
に
関
す
る
書
類
」
に
改
め
る
。

Ｈ

七
四
頁
８
行
目
を
改
訂
（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
改
正
・
平
成
一
三
年
法
律
一
五
三
号
）
。「
助
産
婦
、
看
護
婦
」
を
「
助
産
師
、
看
護
師
」

に
改
め
る
。

Ｉ

八
二
頁
５
行
目
括
弧
内
を
改
訂
（
麻
特
法
改
正
・
平
成
一
一
年
法
律
一
三
六
号
）
。「
一
一
条
」
を
「
八
条
」
に
改
め
る
。

Ｊ

八
二
頁
末
尾
よ
り
３
行
目
括
弧
内
を
改
訂
（
平
成
一
二
年
政
令
三
九
○
号
）
。「
公
布
か
ら
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
政
令
に
よ
り
定
め

ら
れ
る
」
を
「
平
成
一
二
年
八
月
一
五
日
で
あ
る
」
に
改
め
る
。

Ｋ

一
四
三
頁
「
＊
＊
＊

被
害
者
に
対
す
る
配
慮
」
の
３
行
目
及
び
６
行
目
を
改
訂
（
刑
事
訴
訟
法
改
正
・
平
成
一
二
年
法
律
七
四
号
、
犯
罪

被
害
者
保
護
付
随
措
置
法
制
定
・
平
成
一
二
年
法
律
七
五
号
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
制
定
・
平
成
一
六
年
法
律
一
六
一
号
）
。「
考
慮
し
て
も
よ
い
か
も

知
れ
な
い
」
の
次
に
「（
こ
れ
ら
は
、
平
成
一
二
年
の
法
改
正
で
実
現
し
た
。
意
見
陳
述
に
つ
い
て
は
、
本
補
遺
Ｔ
参
照
。
ま
た
、
優

先
傍
聴
に
つ
い
て
は
、
付
随
措
置
法
二
条
参
照
。
な
お
、
付
随
措
置
法
は
、
被
害
者
側
が
公
判
記
録
を
閲
覧
・
謄
写
す
る
こ
と
、
民
事



上
の
争
い
に
つ
い
て
被
告
人
と
合
意
が
成
立
し
た
と
き
は
そ
の
合
意
の
公
判
調
書
へ
の
記
載
を
求
め
得
る
こ
と
な
ど
、
被
害
者
側
の
権

利
行
使
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る
）」
を
加
え
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
末
尾
に
「
施
策
の
進
展
は
さ
ら
に
進
み
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
も
制

定
さ
れ
た
。」
を
加
え
る
。

Ｌ

一
四
五
頁
末
尾
の
行
の
括
弧
内
を
改
訂
（
刑
事
訴
訟
法
改
正
・
平
成
一
一
年
法
律
一
四
七
号
）
。「
破
壊
活
動
防
止
法
四
五
条
」
の
次
に
「
お

よ
び
無
差
別
大
量
殺
人
団
体
規
制
法
四
二
条
・
四
三
条
」
を
加
え
る
。

Ｍ

一
五
五
頁
「
＊
＊
＊

時
効
期
間
お
よ
び
そ
の
起
算
点
」
の
１
行
目
を
改
訂
（
刑
事
訴
訟
法
改
正
・
平
成
一
六
年
法
律
一
五
六
号
）
「
一
五

年
」
を
「
二
五
年
」
に
改
め
、「
六
種
」
を
「
七
種
」
に
改
め
る
。

Ｎ

一
六
○
頁
11
行
目
を
改
訂
（
刑
事
訴
訟
法
改
正
・
平
成
一
二
年
法
律
七
四
号
）
。「
犯
罪
終
了
時
か
ら
六
か
月
で
あ
る
」
の
次
に
「（
強
制
わ

い
せ
つ
、
強
姦
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
性
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
保
護
の
見
地
か
ら
、
告
訴
期
間
の
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
、

二
三
五
条
一
項
一
号
参
照
。
し
た
が
っ
て
、
公
訴
時
効
の
完
成
ま
で
は
有
効
に
告
訴
で
き
る
）」
を
加
え
る
。

Ｏ

一
六
六
頁
「
＊

事
件
処
理
」
の
５
行
目
以
下
を
改
訂
（
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
の
制
定
・
平
成
一
五
年
法
律
一
一
〇
号
）。
５
行

目
の
「
な
お
、」
を
削
り
、
７
行
目
末
尾
に
「
な
お
、
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
医
療
を
受
け

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
地
方
裁
判
所
に
入
院
等
の
決
定
を
求
め
る
途
が
開
か
れ
た
。
同
法
三
三
条
参
照
。
施
行
期
日
に
つ
い
て

は
、
付
則
一
条
」
を
追
加
す
る
。

Ｐ

二
〇
三
頁
の
末
尾
に
、
次
の
新
し
い
注
を
追
加
。「
＊
＊
＊
＊
＊
＊

裁
判
の
迅
速
化

平
成
一
五
年
七
月
、
裁
判
の
迅
速
化
に

関
す
る
法
律
が
成
立
し
、
即
日
施
行
さ
れ
た
。
民
事
・
刑
事
と
も
に
、
第
一
審
の
訴
訟
手
続
に
つ
い
て
は
二
年
以
内
の
で
き
る
だ
け
短

い
期
間
内
に
終
局
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
ま
た
、
最
高
裁
判
所
が
裁
判
の
迅
速
化
に
つ
い
て
検
証
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
よ

う
義
務
づ
け
て
い
る
」
を
加
え
る
。

Ｑ

二
五
四
頁
２
行
目
を
改
訂
（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
改
正
・
平
成
一
三
年
法
律
一
五
三
号
）
。「
助
産
婦
、
看
護
婦
」
を
「
助
産
師
、
看
護

師
」
に
改
め
る
。
３
行
目
及
び
４
行
目
の
「
看
護
婦
」
に
つ
い
て
も
同
じ
。

Ｒ

二
五
四
頁
⒞
の
前
に
次
の
(b′)
を
追
加
（
刑
事
訴
訟
法
改
正
・
平
成
一
二
年
法
律
七
四
号
）
。



(b′)

証
人
保
護
の
見
地
か
ら
、
次
の
三
つ
の
措
置
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。
①
『
証
人
が
著
し
く
不
安
又
は
緊
張
を
覚
え
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
』
不
安
ま
た
は
緊
張
を
緩
和
す
る
の
に
適
当
な
人
の
付
添
い
を
許
す
（
一
五
七
条
の
二
）
。
②
被
告
人
の
面
前

で
供
述
す
る
と
き
は
『
圧
迫
を
受
け
精
神
の
平
穏
を
著
し
く
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
』
被
告
人
と
証
人
と
の
間
に
遮

蔽
の
措
置
を
採
り
得
る
。
傍
聴
人
と
証
人
と
の
間
の
遮
蔽
も
許
さ
れ
る
（
一
五
七
条
の
三
）
。
③
性
犯
罪
の
被
害
者
、
児
童
に
対
す
る
罪

の
被
害
児
童
な
ど
を
証
人
と
す
る
場
合
、
証
人
を
別
室
に
置
き
、
法
廷
と
の
間
を
双
方
向
の
テ
レ
ビ
で
つ
な
い
で
、
映
像
と
音
声
を
送

受
信
す
る
方
法
で
尋
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
い
わ
ゆ
る
ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方
式
。
な
お
、
②
と
③
の
併
用
も
許
さ
れ
る
）
。
ま
た
、
後
日
の
刑
事
手

続
に
お
け
る
尋
問
の
繰
返
し
を
防
止
す
る
た
め
、
証
人
尋
問
の
内
容
及
び
状
況
は

証
人
の
同
意
が
あ
る
と
き

記
録
媒
体
に
記

録
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
記
録
媒
体
は
調
書
の
一
部
と
な
る
（
一
五
七
条
の
四
）
。」

Ｓ

三
〇
三
頁
12
行
目
を
改
訂
（
刑
事
訴
訟
法
改
正
・
平
成
一
二
年
法
律
七
四
号
）
。
⑵
の
末
尾
に
括
弧
書
き
で
「
こ
れ
ら
の
措
置
が
実
現
し
た

こ
と
に
つ
き
、
本
補
遺
Ｒ
参
照
」
と
加
え
る
。

Ｔ

三
○
六
頁
「
七

訴
因
・
罰
条
の
変
更
」
の
前
に
次
の
⑶
を
追
加
（
刑
事
訴
訟
法
改
正
・
平
成
一
二
年
法
律
七
四
号
）
。

「
⑶

被
害
者
に
よ
る
意
見
陳
述
（
二
九
二
条
の
二
）

犯
罪
の
被
害
者
は
、
証
人
と
し
て
尋
問
さ
れ
る
場
合
を
別
と
す
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
公
判
期
日
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
平
成
一
二
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、『
被
害
に
関
す
る
心
情
そ
の
他
の

被
告
事
件
に
関
す
る
意
見
の
陳
述
』
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
被
害
者
側
（
被
害
者
及
び
法
定
代
理
人
、
被
害
者
死
亡
の
場
合
は
一
定
範

囲
の
遺
族
）
は
、
ま
ず
検
察
官
に
意
見
陳
述
の
申
出
を
し
、
検
察
官
が
こ
れ
を
裁
判
所
に
通
知
す
る
。
こ
の
意
見
陳
述
は
、
証
人
と
し

て
の
供
述
と
は
異
な
る
か
ら
、
宣
誓
な
ど
の
手
続
は
行
わ
れ
な
い
し
、
ま
た
、
陳
述
を
犯
罪
事
実
認
定
の
証
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
証
人
保
護
の
た
め
の
措
置
（
本
補
遺
Ｒ
参
照
）
を
採
る
こ
と
は
で
き
る
。
裁
判
官
ま
た
は
訴
訟
関
係
人
か
ら

い
わ
ゆ
る
反
対

尋
問
で
は
な
い
が

質
問
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
裁
判
所
は
、
意
見
の
陳
述
を
制
限
し
、
ま
た
は
意
見
の
陳
述
に
代
え
て

書
面
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。」

Ｕ

な
お
、
平
成
一
六
年
に
は
、
本
補
遺
Ａ
に
記
し
た
刑
事
訴
訟
法
改
正
の
ほ
か
、「
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
、
ま
た
検
察
審
査
会
法
も
改
正
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
未
施
行
で
あ
る
。


